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第43条第1項第1号に基づく指示 

感染症予防法 

(IPA) 
 

食品取扱に関する衛生情報 

 

 

商業ベースで食品を生産、加工、または販売する者：  

 

I. 肉、白身肉及びそれらの加工品 

II. 牛乳及び乳製品 

III. 魚、ザリガニ、軟体動物及びそれらの加工品 

IV. 卵加工品 

V. 離乳食又は幼児用食品 

VI. アイスクリーム及び半加工アイスクリーム製品 

VII. 焼き上げられていない、又は加熱されていないフィリング又はコーティングを施したケーキ

及びペイストリー 

VIII.  デリカサラダ、生野菜・果物サラダ、ポテトサラダ、マリネ、マヨネーズ、その他の 

乳化ソース、食品用酵母 

 

これらに直接（手による）または間接的に（食器、カトラリー、その他の作業用具を介して）接

触する業務 

 

または 

 

飲食店（旅館）、レストラン、食堂、喫茶店、その他の共同給食施設における厨房での作業に従

事する者は、 

 

これらの業務を初めて行う前に、保健所から感染症予防法第43条第1項に基づく証明書を取得し

なければならない。 

 

なぜ特別な予防措置が必要なのか？ 

 

特定の病原菌は、前述の食品内で特に容易に増殖します。低濃度の細菌に汚染されたこうした食

品を摂取することで、人々は食中毒や食品由来感染症により重篤な症状に陥る可能性があります

。旅館や共同施設では、これにより多数の人が影響を受ける恐れがあります。 

 

このため、消費者と自身の保護のため、高い自己責任感と衛生規則の遵守が、すべての従業員に

求められる前提条件となります。 

 

感染症予防法では、以下の疾患のいずれかを示唆する症状がある場合、または医師により診断さ

れた場合、上記業務に従事することを禁じています： 

 



 
 

 

 

•    サルモネラ菌、赤痢菌、コレラスピリルム、ブドウ球菌、カンピロバクター、ロタウイルス
、その他の下痢を引き起こす微生物によって引き起こされる急性伝染性胃腸炎（突然発症する伝

染性下痢）。 

•    チフスまたはパラチフス。 

•    A型またはE型ウイルス性肝炎（肝臓の炎症） 

•    感染性創傷または皮膚疾患で、その病原体が食物を介して他人に伝播する可能性があるもの
。 

 

以下の病原体の存在が便検体検査で確認された場合もこれに該当する：  

 

    サルモネラ菌、 

    赤痢菌、 

    腸管出血性大腸菌、 

    コレラ菌 

 

これらの細菌を排泄している場合（必ずしも体調不良を伴わない場合も含む）、食品取扱区域で

の就業は禁止されます。 

 

 

下記の症状は上記疾患を示唆します： 

 
 

1日に2回以上の水様性下痢を伴い、吐き気、嘔吐、発熱を併発する場合がある。 

 

高熱と激しい頭痛、腹痛または関節痛、便秘（数日後に重度の下痢が続く）はチフスおよびパラ

チフスの指標である。 

 

コレラの典型症状は、多量の水分喪失を伴う白濁した下痢である。 

 

皮膚や眼球の黄染、倦怠感、食欲不振を伴う場合はA型またはE型肝炎を示唆する。 

 

皮膚疾患の創傷や潰瘍が赤く、表面がベタついている場合、滲出液がある場合、または腫脹して

いる場合は感染の可能性がある。 

 

このような症状が現れた場合は、直ちに医師または産業医の診察を受けなければならない！食品

関連業務に従事していることも必ず伝えてください。さらに、病気については速やかに上司に報

告する義務があります。 

 

本リーフレットを読み理解したこと、および就労禁止事由となる事実が自身にないことを確認の

上、下記の宣言書に署名してください。 

 

口頭指導後、雇用主または委託先へ提出する証明書をお渡しします。 


